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学位論文題 目  Serum totaland high molecular weight adiponectin  

levels are correlated with the severity of diabetic  
retinopathy and nephropathy  

（血清総アディポネクチン濃度および高分子量アディポネクチン  

濃度は糖尿病網膜症と糖尿病腎症の重症度と関連する）   

論文審査委員  教授横野博史 教授松川 昭博 准教授那須保友  

学 位 論 文 内 容 の 要 旨  

アディポネクチンは、脂肪細胞から特異的に分泌されるサイトカイン（アディポカイン）  

であり、全身のインスリン感受性を高める。本研究では、血中総アディポネクチンおよ  

び高分子量アディポネクチンと糖尿病細小血管症の関連を明らかにすることを目的と  

■ した。2型糖尿病患者198人を対象として、血中総アディポネクチン濃度および高分  

子量アディポネクチン濃度を測定し、各種検査値および細小血管症との関係を  

検討した。血中アディポネクチンおよび高分子量アディポネクチンは、男性に比し女  

性で高値であった。血中総アディポネクチンは、糖尿病網膜症および腎症の重症度  

に応じて上昇していた。同様に、高分子量アディポネクチンは、糖尿病網膜症および  

腎症の重症度に応じて上昇していた。神経障害については、総アディポネクチンおよ  

び高分子量アディポネクチンとの関連を認めなかった。網膜症および腎症の病期を従  

属変数とした重回帰分析において、総アディポネクチンおよび高分子量アディポネク  

チンは、いずれも年齢、性、羅病期間、BMIとは独立した説明因子であった。以上より、  

2型糖尿病患者において血中総アディポネクチンおよび高分子量アディポネクチンと  

糖尿病網膜症および腎症の進展との関連が示唆された。  

論 文 審 査 結 果 の 要 旨  

本研究は、血中総アディボネクチンおよび高分子量アディボネクチンと糖尿病   

細小血管症の関連を明らかにすることを目的としてものであるが、2型糖尿病に   

おいて、血中総アディボネクテンおよび高分子量アディボネクテンは、年齢、性、   

BMI、2型糖尿病羅病期間とは独立して、糖尿病網膜症および腎症の病気と関連   

することを見出した。本研究はアディボネクテンの細小血管障害への関与に関し   

て、重要な知見を得たものとして価値ある業績であ．ると認める。  

よって、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。   


